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過去５年間の工事事故発生状況（令和4年度は速報値）

Topics

◆令和４年１２月末現在の工事事故発生件数（速報値）は２６件で、前年同月よりｰ１２件と
減少傾向にあります。
また２６件のうち、架空線や地下埋設物件等を損傷する公衆損害事故が１５件を占め、多発
している状況にあります。
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工事事故防止強化月間
参考となる安全対策事例の紹介

関東地方整備局では、令和４年１１月１日から３０日までを「工事事故防止強
化月間」と定め、受発注者双方の安全意識高揚に向け、安全協議会の実施及び、
現場の安全総点検・パトロール、啓発活動を実施致しました。
実施した現場の安全総点検・パトロールのうち、参考となる安全対策事例につ

いてご紹介致します。

レーザーバリアーシステムの採用 高さ制限、姿見の設置

大型横断幕・自発光式チューブライトを設置

◆令和４年度工事事故発生状況（速報値）でもお知らせしたとおり、架空線・標識等を損傷する
公衆損害事故が多発しています。

◆架空線・標識等損傷事故により、電力施設や通信施設に損傷を発生させると第三者への影響
に非常に大きいため、ご注意願います。

埋設物方向をスプレーで明示



上下刃逆回転ハサミ切型
アタッチメントの使用

地面と刈刃のクリアランスを確保する
アタッチメントの装着

防護具確認用の鏡を設置

作業員通路の明確化

風が強い地域のため表示看板に
穴あきタイプを採用

工事事故防止強化月間
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導流帯の開始部に
高輝度のLED照明を設置
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◆令和４年度は運搬作業中に資材等がトラック荷台から落下する事案が多発しています。
積荷の落下は、重大事故に繋がる恐れもあることから積荷の固縛などの落下防止対策について
今一度危険性を再認識し、安全対策の強化をお願い致します。

ゲートにミラーを設置し
自車の荷台を目視確認

クレーンによる材料搬入操作中に
監視人を配置

敷鉄板のずれ止め措置の実施カラーコーン及びのぼりによる明示

カラーコーン・コーンバーで
資材置場を明確化

段差部に注意喚起表示
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多言語での注意喚起

工事エリア監視カメラ設置

点検中の誤操作防止の取組

電波が届かない山岳地域の工事現場に衛星電話を
常設し、事故・災害等が発生した際の緊急連絡体制を
確保

◆基本動作と正しい手順を今一度確認頂き
引き続き十分な安全管理を頂くようお願いします。
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令和４年度 関東地方整備局管内（港湾空港部除く）の
直轄工事等における盗難被害状況

Topics

◆令和４年１２月末現在の盗難被害件数は４１件であり、過去５年の同月末盗難被害件数を比べ
ると、２番目に多い状況です。（前年＋１１件）

◆盗難物別では、敷鉄板鋼材等（敷鉄板やキャスターゲート）や小型建設機械の盗難が多い状況
です。現場状況に応じた盗難防止対策を施すようご注意ください。

※R4年度は12月末時点

※R4年度は12月末時点

※R4年度は12月末時点


